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2015 年病理学教育セミナーのお知らせ
（IAP日本支部主催　日本病理学会後援）

日時：2015（平成 27）年 11 月 7 日（土）

場所： 三井住友海上駿河台新館　

TKPガーデンシティ御茶ノ水
（〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 3丁目 11-1）

教育シンポジウム 　９：00 ～ 11：45

テーマ： 婦人科腫瘍におけるパラダイムシフト
－新WHO（2014）分類を読み解く－

モデレーター： 三上　芳喜（熊本大学医学部附属病院　病理診断科）

清川　貴子（東京慈恵会医科大学　病理学講座）

演者：

1． 三上　芳喜　（熊本大学医学部附属病院　病理診断科）

子宮頸部腫瘍

2． 柳井　広之　（岡山大学病院　病理診断科）

子宮体部腫瘍

3． 清川　貴子　（東京慈恵会医科大学　病理学講座）

卵巣腫瘍－分類の概要と漿液性腺癌

4． 森谷　鈴子　（滋賀医科大学附属病院　病理部）

卵巣腫瘍－卵巣粘液性腫瘍と seromucinous tumor

＊教育シンポジウムは、当日ご自由にご参加ください。

資格更新単位： 日本病理学会病理専門医資格更新単位（参加）5単位

日本専門医機構専門医資格更新単位　 （参加）1単位

参加費：会員 3,000 円、非会員 4,000 円（ハンドアウト代を含む）

＊教育シンポジウムの途中に IAP病理診断学術奨励賞授賞式を行います。
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スライドセミナー 　

1時限目　13：15 ～ 15：15

*A-1 胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋 亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）

B-1 新WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原 周（国立病院機構名古屋医療センター　病理診断科）

C-1 臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築 豊徳（名古屋第二赤十字病院　病理診断科）

D-1 軟部腫瘍の病理－新WHO 組織分類をふまえて－
久岡 正典（産業医科大学医学部　第一病理学講座）

2 時限目　15：30 ～ 17：30

*A-2
免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤 智雄（神戸大学医学部附属病院　病理部　病理診断
科）

B-2 悪性リンパ腫の病理
中村 直哉（東海大学医学部基盤診療学系　病理診断学）

C-2

肺癌の病理
野口 雅之（筑波大学大学院人間総合科学研究科　診断病
理学研究室）
石川 雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所　病理部）

D-2 口腔病理
小川 郁子（広島大学病院　口腔検査センター）

* 印は新規コース。スライドセミナーは事前登録が必要です。

事前登録受付は 2015 年 8 月 10 日（月）正午の開始を予定し

ております。事前資料としてバーチャルスライドをweb 上で

公開予定です。

資格更新単位：日本病理学会病理専門医資格更新単位（参加）

10 単位

日本専門医機構専門医資格更新単位（診療領域別講習）1時

限（2時間）2単位

受講料（1 コース）：IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員：

12,000 円（CD, ハンドアウト代を含む）

詳細につきましては IAP ホームページ http：//www.

iapjapan.org/index.html をご参照ください。

連絡先

IAP日本支部 教育委員長　小田義直（スライドセミナー担当）

九州大学大学院医学研究院形態機能病理

〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

IAP 日本支部 常任幹事　石川雄一（教育シンポジウム担当）

（公財）がん研究会がん研究所病理部

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

TEL： 03-3520-0111（内線 5601）　FAX： 03-3570-0558

<IAP 日本支部入会について>

入会による特典とお申し込み先は本号の 6ページをご覧下

さい。

下記の要領にて 2015 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

奮ってご応募ください。

IAP 日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　吉野　正

記
賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格：日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否かは問わない）

選考対象：2014 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

診断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、留学先

での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする。（しかし、

推薦者がいない場合でも受付ける。）

申請時に必要なもの：1．応募者の履歴書　2．推薦書（推

薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦人がいない場合）

A4用紙 2枚以内（書式は問わない）　3．論文の別刷 7部（1

部はオリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2015 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

がん研究会がん研究所病理部　石川雄一

IAP日本支部事務局

「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受

賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

伊藤　智雄先生九嶋　亮治先生 小川　郁子先生

2015 年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募
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The 14th Korean-Japanese Conjoint Slide Conference

of International Academy of Pathology （IAP）

1．日時

2015．10．30（Fri）‒10．31（Sat）

2．場所

Asan Medical Center, Seoul, Korea

3．スケジュール

1 日 目 10．30（Friday）： 一 般 外 科 病 理、Asan Medical 

Center

13：00 ～ 14：15　Registration

14：15 ～ 14：30　Opening remark

14：30 ～ 15：30　Part 1（4 cases, 2 cases each）

15：30 ～ 16：00　Coffee break and Poster Discussion

16：00 ～ 16：50　Part 2（4 cases, 2 cases each）

19：00 ～ 20：30　Welcome Banquet

2 日目 10．31（Saturday）：臓器別カンファレンス、6th 

floor, East Building, Asan Medical Center

 8：00 ～  8：30　Registration

 8：30 ～ 11：30　 Slide Conference （Bone & Soft Tissue, 

Pulmonary, Endocrine, Genitourinary）

11：30 ～ 11：40　Photo time

11：40 ～ 12：20　Lunch （Salad buffet, B1 floor）

12：30 ～ 18：30　 Half day Seoul City Tour

（Gyeongbokgung Palace, Blue House, 

Bukchon Hanyok Village, and 

Namdaemoon）

18：30　　　　　 Arrival, Ramada Seoul Hotel, Seoul

4．演題募集

1） 一般外科病理の日本側出題を４例募集します　1 次〆

切：8月 31 日まで 

症例：3 枚の HE スライドを提出。Conference では、

Discussant（相手側）が鑑別診断などを 5 分間で提示、

出題者が 5 分間で解説、討論 5 分間という形式。あら

かじめ、臨床経過の抄録を提出。

2） ポスター発表者を 14 名募集します　1次〆切：8月 31

日まで 

症例ないし研究を、ポスターにまとめる（90cm x 

120cm）。抄録を提出。

※ 詳しい内容は後日ご案内します。いずれも定員に達し次

第、募集を締め切ります

5．参加申し込み

申込方法、宿泊予約、参加費用については後日お知らせし

ます。

6．宿泊先について

名称： RAMADA Seoul（1 日目のレセプション会場でもあ

ります）

住所： 112-5　Samsung-dong, Kangnam-ku, Seoul, Korea 

135-010

URL：http：//www.ramadaseoul.com/

7．お問い合わせ

・会全般、1日目一般外科病理、ポスター：IAP 日本支部

事務局常任幹事　石川雄一 （jdiap@jfcr.or.jp）

・2 日目の臓器別カンファランスの詳細については各部門

の担当者にご照会下さい：

骨軟部： 金沢医科大学　野島孝之

（nojima@kanazawa-med.ac.jp）

　肺　： 千葉大学　中谷行雄

（nakatani@faculty.chiba-u.jp）

内分泌： 山梨大学　加藤良平

（rkatoh@yamanashi.ac.jp）

泌尿器： 名古屋第二赤十字病院　都築豊徳

（tsuzuki@nagoya2.jrc.or.jp）

IAP 本部副会長　松原　修

第9回APIAPがAustraliaのBrisbaneで開催された。Brisbane

と言えば 2004 年の第 25回 IAP International Congress を思い

起こす方も多いかと思います。会長のRobin Cooke 先生がステ

ージで Scottish Dance を披露されたことを覚えています。会場

はその時と同じBrisbane Convention and Exhibition Centre で、

増築され馬鹿でかくなっていました。会長はDr. C Soon Lee で、

IAP Australasian 支部の会長、Western Sydney 大学の教授で

す。Secretaryを務めたのはAustralian National 大学のDr. Jane 

Dahlstrom で、実際の切り盛りは彼女が采配を振っていまし

た。驚いたことにTreasurer を務めていたのが、Dr. Trishe 

Leong で、亡くなったTony Leong さんの娘さんでした。以

第 14 回 IAP日韓合同
スライドカンファレンスのお知らせ

APIAP2015 in Brisbane に参加して

日韓スライドセミナーの会場（Asan Medical Center）
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前に会ったときからの成長ぶりにびっくりしました。自分が

年取ったことを忘れているのですから情けないことです。

学会初日の夕方にWelcome Reception が Trade Exhibition 

Area （企業の展示場）で開催され、あちこちに食べ物が置か

れており、飲み物も自由にとる形式でした。何時に始まると

でもなく、終わりも自然に。第 2日の一番に開会式でしたが、

細々したことをやってくれた 2人の方に会長が握手をして、

Cooke さんが写真を撮って、会長が「ようこそ」など一言だ

け言って終わりでした。これも驚いたことですが、参加者全

員に Lunch が振る舞われました。座っての full course、サー

ブ付です。IAP Australasian 支部が大変 rich なのか、企業か

ら寄付を相当集めたのだと思います。第 3 日の夜に

President’s Dinner が開催され、美味しいワインと料理でし

た。これも会長の挨拶は一言でした。ちょっと寂しい感じで

すが、シンプルでいいですね。日本の式となると挨拶ばかり

で中々食事にたどり着けませんが。

学会の内容は 3日間、5会場に隙間なく組まれていて、大

変充実したもので、日本からも大勢の先生方が参加して下さ

いました。第 4日目はDr. John Chan Day で、一日中講義、

Slide Seminar が組まれていました。私は肺の Session の

Convenor を Dr. Wendy Cooper と一緒に務め、終日司会を

するという役割を果たしました。肺のグループは、筑波大学

の野口雅之先生と一緒に South Bank の素敵なレストランで

美味しいワインとイタリアンを堪能しました。それにしても

Brisbane、Australia の様な、よい気候、美味しい食べ物とワ

イン、開放的な国民性に囲まれて過ごせたら素晴らしいこと

だと実感すると同時に、このような所にいると Fiji の人々の

様に肥満か糖尿病になるのではないかと思いました。

最後にAPIAP の Councilor Meeting のことを一言。次回

2017 年は Indonesia の Bali 島で、2019 年は中国の北京と決

まりましたのでお知らせします。

IAP 本部副会長　松原　修

次期会長　加藤良平

2015 年 5 月 8 － 9 日 に Fiji 国 の 首 都 Suva 市 の Fiji 

National University（FNU）, College of Medicine, Nursing 

and Health Science, Pasifika Auditorium において開催され

ま し た。Fiji 国 の 厚 生 省 に 当 た る 役 所、Fiji National 

University と IAP Australasia 支部の共催による symposium

でした。今年のテーマは“Common cancers in Fiji”で、日

本からは山梨大学の加藤と松原が招かれて参加しました。他

に外国からは、Australia か ら Dr. Jane Dahlstrom と Dr. 

Raghwa Sharma, ThailandからDr. Toom Supinda Koonmee, 

Sri Lanka から Dr. Jayantha Weerasinghe, Tonga から Dr. 

Eka Buadromo が講師で、他の講師陣は Fiji 大学の臨床の先

生方でした。

Fiji と言われてもどこにあるのか？南太平洋、New 

Zealand の東、Hawai の南と言えば見当がつきますか。直行

便はなくて、Australia か New Zealand 経由が多いようです。

楽ではなくてまず 2日がかりです。暑い国で半袖短パンが普

通で、ネクタイをしていたのは珍しいことでした。男性は、

一言でいうと元力士の高見山、といった筋骨隆々の逞しい人

が多く、ラグビーが盛んで強いのは成程と感心しました。女

性陣も大変にグラマーです。学会で聞いたのでは、Fiji では

男性で大腸癌と前立腺癌、女性で乳癌と子宮癌、子供で白血

病、若い人で骨腫瘍と白血病が多いのだそうです。非腫瘍で

は糖尿病が大問題だそうです。ココナツミルクのせいなんで

すかね？

Hotel から学会場にタクシーで行きますが、FNU云々言っ

てもダメで、一言”Hospital”と言いなさいと教えられました。

Suva には病院は大学病院しかないそうです。ちなみに Fiji

には病理医は 1人だそうで、病理診断だけでなくて、日本で

学会場にある South Bank の景色

第 3回 Pacific Pathology Symposium
に参加して

開会式にて：中央に会長のDr. C. Soon Lee、囲んで事務局の方々。背
中姿はDr. Robin Cookeです。
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いう臨床検査医学をすべて受け持っているようです。Fiji 本

来の人々とインドからの移民の人々が混成していて、インド

の影響が強そうです。

澄み切った青い空と光り輝く青い海と、底抜けに明るい国

民性のFiji の医療、病理の将来を願って帰国しました。

日　時：2015 年 4 月 30 日（木）　12：30 ～ 13：20

場　所：名古屋国際会議場

出席者： 中谷、松原、加藤、小田、岩下、岩崎、根本、橋本、

白石、内藤、都築、清川、大谷（事務局）

欠席者： 牛込、諸星、吉野、森谷、長尾、黒田、廣瀬、長村、

石川

【議　　題】
♦報告・連絡事項
1．USCAP（3月 21-27 日, Boston, MA）Japan Night 報告

2．日本病理学会国際交流委員会報告

3． 第 3 回 Pacific Pathology Symposium（5 月 8-9 日, Suva, 

Fiji）

4．第9回APIAP （6月 4-7日, Brisbane, Queensland, Australia）

5． 第 14 回日韓合同スライドカンファレンス（10 月 30-31 日, 

Asan Medical Center, Seoul）

6．第 10 回 APSMI（11 月 20-22 日, Yogyakarta, Indonesia）

7．その他

♦審議事項
1．2014 年　会計報告

2．第 14 回日韓合同スライドカンファレンスについて

3． 2015 年　病理学教育セミナー（11 月 7 日（土）, TKP ガー

デンシティ御茶ノ水）

 ・教育シンポジウム　・スライドセミナー

4．その他

日時：2015 年 10 月 30 日（金）-31 日（土）

場所：Asan Medical Center, Seoul, Korea

一般演題，ポスター募集します （一次〆切：8/31 まで）

（詳細は本号の 3ページをご覧下さい）

日時：2015 年 11 月 7 日（土）

場所：TKP ガーデンシティ，御茶ノ水（東京）

（詳細は本号の 1ページをご覧下さい）

日時：2015 年 11 月 18 日 -19 日

場所：Yogyakarta, Indonesia

日時：2016 年 9 月 24-30 日

場所：Congress-Centrum Ost Kolnmesse, Cologne, Germany

URL： http：//www.esp-congress.org/2016

National Universityの附属病院です。
日本の援助の車がとまっています。

開会式で、花輪で歓迎されました。左から厚生大臣、Dr. Jane 
Dahlstrom、松原、加藤

2015 年第 2回理事会

Upcoming Meeting

第 14 回日韓合同スライドカンファレンス

2015 年 IAP日本支部病理学教育セミナー

第10回Asia-Pacific Society for Molecular Immunohistology
（APSMI）（And INA IAP/ IAPI Meeting on Nov 20-22th）

第31回IAP Congress（XXXI International Congress 
of the International Academy of Pathology）

ドイツのIAP Congress 2016
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日時：2016 年 3 月 12-18 日 （Japan Night, 3 月 15 日）

場所：Seattle, WA, USA

日時：2016 年 10 月 14 日（金）-15 日（土）

場所：名古屋・ウィンク愛知（予定）

会長： 名古屋第二赤十字病院、

病理診断科部長　都築豊徳先生

・第 106 回

日時：2017 年 3 月 4-10 日

場所：San Antonio, TX, USA

・第 107 回

日時：2018 年 3 月 17-23 日

場所： Vancouver, Canada

・第 108 回

日時：2019 年 3 月 16-22 日

場所： National Harbor （Gaylord） （Maryland）

第 61 回日本病理学会秋期特別総会（11/5-6）では、日本病

理学会と IAP 日本支部共催で、International Poster Session

を開催します。アジア 6か国（中国・台湾・マレーシア・タイ・

インドネシア・ミャンマー）より病理医を招き、国際色豊か

な病理医の交流が期待されますので、奮ってご参加ください。

秋期特別総会詳細URL：http://www.jsp61.net/index.html

所属先等、登録内容に変更が生じた場合は、事務局までご

連絡ください。

＜ IAP日本支部事務局＞

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所病理部内

常任幹事　石川雄一（事務局　大谷茉子）

Tel： 03-3520-0111（内線 5601）／ Fax： 03-3570-0558

E-mail： jdiap@jfcr.or.jp

IAP 日本支部の会員になろう！
<IAP 日本支部入会について>

IAP日本支部会員になると以下の特典があります。

1． スライドセミナーの会員割引

（会員 7,000 円、非会員 12,000 円 /1 コース）

2． 教育シンポジウムの会員割引

（会員 3,000 円、非会員 4,000 円）

3． USCAPの雑誌 - Modern Pathology, Laboratory 

Investigation - を会員価格で定期購読

（10,000 円台）

4．News Bulletin の配布

5． スライドセミナー　3年経過したもの

HPでのバーチャル公開（予定）

6． 国際学会の情報取得

（IAP/USCAP/APIAP/AAPIAP/APSMI/ 日韓・日台合

同スライドカンファランスなど）

入会申し込み先：

ホームページの入会申込書をダウンロードし、事務局まで

Fax もしくは Eメールにてお送り下さい。

http：//www.iapjapan.org/membership/index.html

編集委員会

委員長　森谷卓也　副委員長　清川貴子

委員　　加藤良平　委員　　　根本則道

第105回USCAP（Annual Meeting of United 
States and Canadian Academy of Pathology）

第 6回日台合同スライドカンファレンス

今後のUSCAP（Annual Meeting of United 
States and Canadian Academy of Pathology）

秋の病理学会、国際ポスターセッションにて
アジアの病理医を招聘します

事務局よりお知らせ


